理-07-公-長野-問-03
 eq \o\ac(□,３)
菓子づくりに使うふくらし粉には，炭酸水素ナトリウムがふくまれている。また，うすい塩酸に炭酸水素ナトリウムを加えると二酸化炭素が発生する。そこで，この反応をもとにして，ふくらし粉にふくまれる炭酸水素ナトリウムの質量を調べた。各問いに答えなさい。ただし，使用するふくらし粉は，炭酸水素ナトリウムと塩酸の反応においてのみ気体を発生するものとする。

	〔実験１〕
(Ⅰ)
図１のように，うすい塩酸30.0cm3（30.9ｇ）に炭酸水素ナトリウム1.0ｇを加えて反応させた。次に，発生した二酸化炭素を空気中ににがしてから，ビーカーに残った物質の質量をはかると31.4ｇだった。

(Ⅱ)
(Ⅰ)と同じ実験を，炭酸水素ナトリウムの質量をかえて繰り返した。
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	〔実験２〕
炭酸水素ナトリウム1.0ｇのかわりにふくらし粉8.0ｇを使って，〔実験１〕(Ⅰ)と同じ実験を行うと，ビーカーに残った物質の質量は37.9ｇになった。


問１
塩酸の性質で，適切なものを次のア～エから１つ選び，記号を書きなさい。

ア
赤色リトマス紙を青色に変える。

イ
水分を蒸発させると，白い固体が残る。

ウ
緑色のＢＴＢ溶液を青色に変える。

エ
石灰石を入れると二酸化炭素が発生する。

問２
炭酸水素ナトリウムの説明で，適切なものを次のア～エから２つ選び，記号を書きなさい。

ア
混合物である
イ
化合物である
ウ
純粋な物質である
エ
単体である

問３
二酸化炭素の化学式を書きなさい。

問４
〔実験１〕について，加えた炭酸水素ナトリウムの質量をＡ［ｇ］，ビーカーに残った物質の質量をＢ［ｇ］，発生した二酸化炭素の質量をＣ［ｇ］とする。このとき，Ａ，Ｂ，Ｃの関係をあらわす式として，適切なものを次のア～エから１つ選び，記号を書きなさい。

ア
30.9＋Ａ＝Ｂ＋Ｃ
イ
30.9＋Ｂ＝Ａ＋Ｃ
ウ
30.9＋Ａ＝Ｂ－Ｃ
エ
30.9＋Ｂ＝Ａ－Ｃ
	問５
〔実験１〕で発生した二酸化炭素の質量を計算して，加えた炭酸水素ナトリウムの質量と発生した二酸化炭素の質量の関係を図２のグラフにあらわした。このグラフをもとにして，次の各問いに答えなさい。

①
〔実験１〕(Ⅱ)で，炭酸水素ナトリウム3.0ｇを用いたときと7.0ｇを用いたとき，それぞれ実験後のビーカーに塩酸や炭酸水素ナトリウムは残っているか。表のＤ～Ｇに，残っているときは○を，残っていないときは×を書きなさい。
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	②
うすい塩酸に反応した炭酸水素ナトリウムの質量と発生した二酸化炭素の質量の比はおよそ　：１になる。　に当てはまる数を整数で書きなさい。
	表
	
	

	
	炭酸水素ナトリ
ウムの質量［ｇ］
	塩酸
	炭酸水素ナ
トリウム

	
	3.0
	Ｄ
	Ｅ

	
	7.0
	Ｆ
	Ｇ


問６
〔実験２〕で発生した二酸化炭素の質量は何ｇか求めなさい。

問７
〔実験２〕では，ふくらし粉にふくまれる炭酸水素ナトリウムがうすい塩酸と残らず反応したものとする。このふくらし粉100ｇにふくまれる炭酸水素ナトリウムの質量は何ｇか求めなさい。
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